
瀧
鯨蹄齢

論
鰐
叢

一・十 箪號 囚 ・第

論
調

設

農

業

肚

會

束

義

論

(
こ

…
…
…

…
・…
・…
・・…
・・.法
學
博
士

,
.黒
海

課
税
砂
財
黙
に
就
ざ
毛

郭
郭
影
L
樹
蜂
軍
士

支

那

古

来

の
限

田
説

…
…
・…
…
…
…
・…
…
…

漱

鐸

廿

債

値

論

上

の
リ

カ

ア
ド

ε
マ
ル

ク

ス
ニ

Y
.・経
済
學
士

人
格

主

義

の
瀧
賜
杯
纏

濟

ε
人

生

諾

(二
・完
)…
法

學

士

時

事

闇
醐
題

排

日
問

題

に
就

き

て
…

…
・…
・…
・…
…
・…
・…
法
學
博
士

我

海

運

政
策

に
封

ず

る
国

民

の
反
省

…
…
・.法
學
博
士

雑

蒜

へ

い

:
三

種

の

「
資

本

論

」
邦

謬

…
…
…
三
引

・・
:
・…
…
法
學
博
士

ビ租

界

戦

争

碓

氷

口

め

塗

動

弓
4

控
.鶏
..一一…
靖
梅

津

士

㌧

朝

鮮

干

潟

地

利

用

論

…
…
…
…
・・…
.・・…
・…

・.・脛
溌
墨
士

新

著

紹

介

・,・・…

…
.・,・・.…
…

・…

…
…

・…

・…

…
法

學

土

石 堀 小'憩 「河

川 ・ 島 戸 田

勝

耶

正

雄

肪

馬

脛

夫

興

二

漁

戸

正

雄

戸

田

海

市

河

上

汐

見

三
田
村

汐

見

一繭 二
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慣

値
論

上

の
リ
カ

ア
ド

笠

マ
ル
ク

ス

(
こ

.

`

ρ

堀

夫

慣
値

論

の
歴
史

に
於
て
、

マ
ル
ク

ス
ε

リ
カ
ア
ド

ご
が
密
接

な

る
關
係

を
有
す

る
こ
ご
は
、
従

来

一
般

に
認

め

ら

れ
來

つ
た
所

で
あ
る
。
併

し
乍
ら
、
如

何
な

る
意

味

に
於

け

る
密
接

な

る
關

係
が
、
両

者

の
問

に
存
在

し
て
居

る
か
、

の
黙

に
至

っ
て
は
、
諸
學
者

の
論

が
必

ら
季

し
も

一
致

し
て
居

な

い
や

う
で
み

る
。
或

は
、

リ
ヵ

ア
ド
も

マ
ル
ク

ス
も
共

に
、
『
凡
て
勢

働

に
依

り
再
生
産

さ
れ
得

る
㎝間
品

の
僧
…値
は
、
そ

の
生
産
{に
必
要

ε
さ
る

＼
勢
働
}の
.

身

長

に
依

っ
て
定
ま

お
。」
ご
の
同

一
根

本
命
題

に
諭

を
起

し
て
居

る
よ
力

推
し
て
、

マ
ル
ク

ス
は
、

り
汐
ア
ド
の

贋

値
論
を
其
儘

の
形

に
於
て
縫

棄

し
、
而
し
て
之

を
獲
展

且

っ
徹

底

せ
し

め
た

の
で
あ

る
、

ご
解

糧
す

る
學
者

が

あ

る
。
或

は
、

マ
ル
ク

ス
の
所

説

ご
リ
ヵ
ア
ド
の
そ

れ

ご
は
、
.其

外
観

に
於
て
甚

し
く
相

類
似
し

て
居

る
け

れ
こ

も

、
其
貴
賓

に
於

て
は
全
く
別
種

の
も

の

に
厨

す

る

、
即

ち
、

マ
川
ク
ス
の
償
値
論

は
、
英

国
正
統

派
の
學
者
殊

に

ソ
ヵ
ア
ド
の
償
値

論

に
着

想

の
端
を

装
し

て
は
居

る
け
れ
こ
も

、
決

し
て
之

を
縫

産
し
た
る
も

の
で
は

な

い
、

寧

ろ
別
種

の
債

値
論

ξ
し
て
之

に
相
対

立
し
得

る
も

の
で
あ

る
、
.ε
考
察
す

る
學

者

が
あ

る
。
或

は
又
、

り
ヵ

ア

ド
ご

マ
ル
ク

ス
ε
は
、
其
議

論

の
超
然

に
於

て
同

一
で
あ

る
け
れ
こ
も
、
両
者

の
立
場

が
相
違

せ

る
爲

め
、
終

に

其

結
論

起
於

て
相
異

れ

る
色
彩

を
帯

び
て
来
た

の
で

め

る
、

ε
判

断
す

る
學

者

が
み
る
。
此

等
學

者

の
諸
説
中

、

何

れ
を
以

て
正

し
ご
な
す

か
、
是

れ
余

が
本

論
丈

に
於

て
研
究
せ

ん
ε
欲
す

る
所

で
あ
る
。
夫

れ

に
先
だ

ち
て

止

論

説

偵
値
論
上
の
リ
カ
ア
ド
こ
マ
ル
ク
ス
(
一
V

第
†
一巻

(第
四
號

四
九
)

四
九
一

」



9

論

説

価
値
論
上
の
リ
カ
ア
ド
ビ
マ
ル
〃
ス
(
一
)

第
ナ
一
巻

(第
四
競

五
〇
)

四
九
ニ

カ

ア
ド

の
償
値
論

の
個
々
の
懸

に
就

P
て

一
悪

の
吟

味
を
加

へ
、
之
を

マ
ル
ク

ス
の
所

論

に
比
較

し
て
置

か
な

捗

れ
.ば
な
ら

兎
。

一

リ

カ

ア

ド

の
償

値

論

の

諸

要

黙

o
.

」

.

マ

ル

ク

ス

の

そ

れ

と

の
比

較

ライ

リ
カ
ア
ド
は
、
特
種
の
賃
蛎
の
僧
位
を
論
じ
π
の
で
み
つ
て
、
決
し
て
総
て
の
貨
物
に
就
て
の
儂
値
論
を

く
試
み
た
の
で
は
な
い
。
彼
曰
く
、

『
…
…
…
貨
物
に
就
て
、
.そ
の
交
換
贋
値

に
就
て
、
及
び
そ
の
相
対
債
格
を
支
配
す
る
法
則

に
就

て
論
ず
る
に
當

っ
て
は
、
吾

々
は
常
に
、
人
間
の
動
勢
の
働
き
に
よ

っ
て
分
量
を
増
加
す

る
こ
`
が
出
家
、
又
そ
の
生
産

に
は

ロ

競
争

が
抑
制

な
し

に
作
用
す

る
や
う
な
、

そ

の
や

う
な
貨
物

の
み
を
、
意
味

し
て
居

る

の
で
あ

る
。」

是

に
出

て
観

れ
ば
,

り
ヵ
ア
ド
の
償
値

論
は
、

そ

の
存

在
量
が
極

の
て
稀
少
で
あ

る
所

の
貨

物
、
例

へ
ば

珍
稀

な

る
吉
書
、
・
古
書

、
古
銭

の
如

き
も

の
に
就

て

ゴ
は
な

く

、
叉
種

々
な

る
意
味

に
於

て
濁
占

さ
れ
居

る
貨
物

に
就

て

で
.も
な
く
て
、

凡
そ
勢
働
に
よ

ワ
て
猛
藤

せ
ら

れ
、

吾

々
の
需

要

に
慮

じ
て
自
由

に
増
加

さ
れ
得

る
所

の
貨
物

に

就

て
の
み
述

べ
ら
れ

た
る
も

の
な

る
こ
ご

が
、

明

か
で
あ

る
。

比

熱
は
、
後

に

マ
ル
ク

ス
が
、
汰
規

模

に
生
産

が
行

は
れ
、
而

し
て
自
由
競
争

が
無
制
限

に
作

用

し
て
居

る
所

の
産
業
祉
會

一

即
ち
資
本
家
的
経
済
組
織
の
肚
會
1

に
於
て
生
産

さ
る
、
貨
物

.(
マ
ル
ク
ス
は
特
に
之
を
商

品

ご
択
ん
だ

を
僻
値
研
究
の
樹
象

ε
な
し
把
る
`
正
に
軌
を

一
に
せ
る
所
で
あ
っ
て
、
両
者
の
債
値
論

の
比
較

1)Rica■do,PrinciplesofPoliticalEconomyandTaxation,

P・7・

Gonner'5edition.



t

研
究

に
は
看
過
す

べ
か
ら
ざ

る
事
柄

で
あ

み
。
.

鋤

リ
ヵ
ア
ド
は

、
其

『
原
論
」
の
胃

頭

に
於
て

、
『
一
貨
物

の
憤
値

は

・一…

・そ

の
生
産

に
必
要

な

乃
勢
働

の
相

蜀

量

に
依

っ
て

走
去

る
・げ…
・」
巴
の
大
前

提
を
置

い
た
。

此
前
提

が

ア
ダ

ム
.
ス
ミ
ス
の
所
説

に
其
源

を
獲

し
て
居

る

こ
ざ
は
.
疑

を
容

れ
ざ

る
所

で
あ

っ
て
、

リ

カ
ア
ド
が
、
其
『
原

論
」
の
第

一
章
第

一
節

を
.
主

こ
し
て
、

ス
・-、

ス
の
贋
値
論

の
引
用

、
解
説
及

び
批

評

に
嘗

て
た
6

こ
ご

勿
以

て
観

る
も
、
此

事
は
明

か
で
あ

乃
。

斯

(
て
彼

は

、
同
節

に
於

て
、
之

が
生
産

に
「
直

接

労
働
」
の
み
が
用

ひ

ら
る

、
貨
物

の
儂
値

を
論
じ
、
而

し
て

回
章
第

三
節

に
於

て
、
之
が
生
産

に
「
直
接

勢
働
」
の
み
な
ら
ず

、
「
過
去

の
勢
働

」
又

は

「
藁
積

さ
れ
だ

る
勢

働
」

(即
ち

資
本

)が
用

ひ
ち

る

、
貨
物

の
僧
値

に
就

て
、
説

明
を
加

へ
て
居

る
。
即

ち
第

↓
節

に
於
て
は

、
次

の

ス
ー.、

ス
の
句

、
.

・

『
資

本

の
集
積

及

び
土
地

の
占

有

の
行

ば
れ
な
か

っ
た
初
期
未

開

の
敵
會
状

態

蔦
於
て
は
、
種

々
の
毛

の
を
獲
得

す

る
に
必
要

な

る
勢
働

の
分
量

の
割
合

が
、
そ
れ

等

の
も

の
を

紅
互

に
交
換
す

る
場

合

に
、
何
等

か
の
標
進
・尺

度

を
與

ふ
る

こ
ご
の
出

來

る
唯

一
の
華

僑

の
や
う

で
あ

る
。
例

へ
ぱ
、
若

し
狩
猟
民
族

の
間

に
於

て
、
海
狸

を

殺
す

に
、
鹿

を
殺
す
勢

働

の
二
倍
を
要
す

る
を
常

ε
す

れ
ば
、

一
匹

の
海
狸

は
、
自
然
的

に
二
匹

の
鹿

ご
交
換

せ
ら

る

べ
き
で
あ

っ
て
、
邸

ち
二
匹

の
鹿

の
憤
値

を
有
す

る
で
あ
ら

う
。
通
例

二
日

の
、
叉
は
二
時
間

の
勢
働

の
生
産

物

で
あ

る
所

の
も

の
は
、
通
例

一
日

の

、
叉
は

一
時
間

の
勢
働

の
生
産
物

で
あ
る
所

の
も

の

、
二
倍

の

償
値

が
あ
る

ご

い
ふ
は
自

然
で
め

る
。
』

を
引
用

し
、
然

る
後

に
、

強

説

穰

論
上
の
百
事

ド
真

ル
〃
ス
(
ご

'

第
+
暮

(第
四
號

五
ご

酉
九
三

1)1渉 βヒ!.P.7.

巳

占.

.

「



輪

読

優
位
論
士
の
リ
カ
ァ
ド
ミ

ル
〃
ス
(
ご

第
+
霧

(第
四
號

五
二
)

四
九
四

『
人

の
動

勢

に
よ

っ
て
増

加
し
得
ざ

る
・物

を
除
外

す

る
限
り
、
弊
働

が
継

て
の
も

の

＼
交
換
償
値

の
眞
實

の
棋
源

の

で
あ
る

ざ
い
ふ
ご
・ご
は
、
経

済
學
に
於

て
最

も
重
要

な

る

一
個

の
學
理

で
あ

る
。」

ε
言
ひ
、
而

し
て
第
三

節

に
於

て
は
、

。

、
.

『
肚
會

の
職

業

の
範
圏

が
披
張

し
、或

者

は
、
漁
猟

に
必
要

な
る
凋

木
舟

及

び
船

具
を
造

り
、
他

の
者

は
、
農
業

に
用
ひ
ら

る

、
種
子

、
及

び
始

め
て
の
粗
末

な

る
機
械

を
造

る
`
假
足
す

る
も
、
儒

ほ
生
産

せ
ら

れ
π

る
貨
物

の
交
換
僧
位
は
、
そ
の
生
産

に
一

貨
物

の
直
接
の
生
産

の
み
な
ら
す

、
器
具
、
機
械
を
使
用
す

る
特
定
勢
働

を
實
行
せ
し
む
る
に
必
要
な
る
総
て
の
器
具
叉
は
機
械
の
生
蹴

に
一

甕
さ
れ
た
る
勢
働
に
比
例
す

る
、
こ
い

ふ
前

ざ
同

一
の
原
則

は
、
依

然

ご
し
て
莫
實

で
あ

ら
う

。」

ε
述

べ
て
居

る
。

是

に
由

れ
ば
、
・
リ
カ

ア
ド
の
所

謂
『
貨
物

の
生
産

に
要
す

る
勢
働
」
亡
は
、
貨
物

の
生
産

に
從

へ
る
宙
接

な
る
勢

働

の
み
な
ら
す

、
過

去

に
於

て
道

具
、
器

具
、
機
械

等

に
輩
則積

さ
れ
た
る
勢
働

を
も
、
合

せ
言

ふ
も

の
な

る

こ
`

を
知

り
得

る
の
で
あ
る
。

此

黙

に
就

て
は
、

マ
ル
ク

ス
の
意
見

も
亦
同

一
で

あ

る
。
彼

は
、

『
吾

々
は
、各
商
品

の
償
値

は
、
其
商
口阻
の
使

用
儂

値

に
磯

現

し
て
居

る
勢

働

の
分
量

、
即

ち
其

商
品

の
生
産

上

肚
會

的

に
必

要
な
る

螢
働

時
間

に
依

つ
.て
、
決

定

さ
れ
て
居

る
こ

ご
を
知

る
酪
」

だ
述

べ
、
例
を
赫
赫

に
探

っ
て
、
具

備
値

が
、
原
料

π
る
棉
花
並

び
に
勢
働

要
具
た

る
紡

錘

を
造

危
爲

め
に
要
す

る
勢
働

聴
聞

ε
、
棉
花

を
綿

繰

に
造

る
薦

め
に
要
す

る
勢
働
時
間

ご
の
和

に
よ

っ
て
、
決
定

さ
る
、
こ
ご
を
説

明

・

丑7

凪
皿

p
御

混

泓

乃

μ

K

η

句
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し

て

居

る
。

そ

う

し

て

更

ら

に
述

べ
て

曰

く

ヤ

.

。

。

.
。

む

　

「
綿

繰

に
含

ま
れ
て
居

る
総

て

の
弊
働
慰
、
過
去

の

勢
働
で
あ

る
。
綿

絡

の
諸

々
の
形
成

要
素

の
生
産

に
要
し
た

勢

働
時
間

が
、

ま
り
以
前

に
過
ぎ
去

つ
π
も

の
で

㍗
過
去
完

了
を
な

し
て
居

り
、
之

に
反

し
て
、
結

末
行
程

に

(即
ち

)紡

績

に
、
直
接

使
用

さ
れ
た
勢
揃

が
、
現

在

に
よ
ガ
近

い
も

の
で
あ
り
、
現
在
完
了

を
な
し
て
居

る
ξ

触
難

欝

難

鰐

嬉

れ
夫
　

異
に
し
』　

で
あ
匙

'
カ
アド
鰍

勢
働
を
量
的
に
の
み
考
察
し
た
・
勿
論
彼
轟

も
・

蟻

「
…
-
協

・
蓼

寮

の
差
…

ご
・及
望

の
仕
書

於
け
る

一
時
嬰

は

百

の
鶴

を
讐

仕
再

祚

於
け
高

じ
薪

期
間
の
蕩

昆

較
す
・
・
あ

困
難
を
看

過
し
て
居
る
ε
考

へ
ら
れ
て
は
困
福

』

曜畠

の

で

あ

る

が

、

併

し

、

高

「勢
留

種
負

れ
禽

評
陛

、直
・
濡

場
・
於
・
、
総
て
譲

去

・
的
唇

す
　

羨

排
∴

球

就
齢
鍛
霧
聴

読
響
懸

難
語
駁覇
議
縮
腿
懸
影
瑞

並
.募

薯

の
百

。
嵩

よ
b
も
濫

あ
り
ε
荏

、
・
・
齢

は
、
長
き
欝

よ
り
、
艦

・
段
階
に
於

舗

震
醗

難

藤

齢
醜

撚

鱗

宛鷲

その　

　

　

し　

胤畑

働

の
相
識

的
熟
練
及

び
烈

度

を
考
慮

す

る

こ
ご

は
、
殆

ん
ご
必

要
が
な

い
、
蓋

し
労
働

は
両
塒

に
於

て
同
様

に

ーー

鋤

論

説

便
値
論
よ
の
リ
カ
ア
ド
ミ

ル
〃
ス
ニ
)

第
+
一
巻

露

四
號

垂
三

四
九
五



」

論
.
説

債
値
論
士
の
リ
カ
ァ
ド
ミ

ル
隻

二

)

第
+
一
巻

(第
四
號

五
四
)

四
九
六

冷
用

し
て
居

る
か
ら
で

あ
る
。
或
時

に
於

け
紅
或

種

の
勢
働
が

、
他

の
特

に
於

け

る
同
種

の
勢
働

に
比
較

さ
れ

て
居

る

の
で
あ

る
。
一若

し
勢

働
が
、
.十

分

の

一
、

五
分

の

】
、
或
は
四
分

の

一
増

加

さ
れ
又
は
減

少

さ
れ

π
な

ら

ば
、

そ
れ

に
比
例

せ
る
結
果

が
、

其
商
茄

の
相

対
債
値

の
上

に
起

る
で
あ
ら
う

。』

ご
の
理

由

に
よ

っ
て
、
彼

は
勢
働

を
量

的

に
の
み
槻

察
し
た

の
で
あ
る
。

籾

て
、
勢
働
を
量

的
に

の
み
霧

へ
る
`

勘
ふ
勲

に

就
て
は

.

マ
ル
ク

ス
も

リ

ヵ
ア
ー3
ε
同
様
で

あ
る
。
併

し
乍

ら

、

リ
カ
ア
ド
が
、
.総

て

の
勢
働

は
昏

々
質

を
異

に

し
て
居

る
け

れ
こ
も
、
市
場

に
於

て
評
催

せ
ら

れ
て
、
自

ら

其
間

に
敷
量
的
段
階

は
定

ま

ワ
、
而

し
て
そ
が

一
且

定
ま

っ
た
以

上
は
容
易

に
攣
更

し
な

い
も

の
で
あ

る
か
ら

、

吾

々
は
各
種

労
働

の
質
的
差
異

を

一
々
考
慮
す

る
必

要
が
な
く
、
輩

に
量
的

に
の
み
見

れ
ば
【良
い
、

だ
育

つ
た

の

ε
異
り

、

マ
ル
ク

ス
は
、
具
膿

的

の
諸
生
産

目
的

か

離

れ
淀
る
、
専

一
な

る
抽

象
的
勢
働
な

る
概

念
を
想

定
し
、

之

を
以

て
貨

物

の
贋
徳

分
實
質

を
な
す
所

の
嫉
働

ε

な
し
、
斯

く
て
質
的

に
異

れ
る
勢
働

も
、
贋
値

の
實
禮

`
し

の

.

て
は
量

的

に
の
み
考
慮

さ

る

、
こ
ε
を
、
明

か
に
な

し
セ

の
で

あ

る
。

而
し

て

マ
ル
ク

ス
に
從

へ
ば
、
熟
練
勢

働

忌

畢
竟
複
雑
な
る
勢
働
の
意
で
あ

っ
て
、
不
熟
練
勢
働
即
ち
箪
純
勢
働
の
中
に
含
ま
れ
て
居

る
抽
象
的
勢
働
の

む

コ

分
量
の
幾
倍

か
を
保
有
し
て
居
る
一

そ
が
鱗
倍

に
當
る
や
を
決
定
す

る
も
の
は

、
肚
會
の
慣
習
で
あ
る
一

も

の
ざ
槻
れ
ば
頁

い
の
で
あ
る
。

⇒

贋
値
の
實
質
を
な
す
所
の
勢
働
の
分
且凪
を
測
定
す

る
標
準
窪
し
て
勢
働
時
間
を
採
用
し
た
る
こ
ご
は
、
り

く

ラ

カ

ア
ド
も

マ
ル
ク
ス
も
同
棲
で
あ

る
が
、
.既

に
述

べ
た
る
如

・㍉

蒐

ク
ス
は
、

よ
り
明
確

に
此
事
を
論
述

し
た

」

る

黙

に

於

て

、

リ

ヵ

ア
.ド

に

勝

っ

て

居

る

。

1)
2)
3)
4)

Ibid.PP.15-16,

Marx,DasI{apita],1.S.4uロd5.9照

Marx,a.a.0、,S.lr.参 照
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樹
ほ

コ
貨
犠

ら
贋

値
を
測

定
す

る
標
準
勢
働

が
、
如

何
な

る
勢
働
者

の
支

出

に
な

れ
る
も

の
で
あ

る

べ
き

か
に

就

て
は
、

り
湾
ア
ド
は
次

の
如
く
述

べ
て
居

る
。

「
緬

て
の
貨

物
-ト

そ

が
製
造

さ
れ

た
も

の
で
あ

ら

う

ご
、
或

は
鑛
山

の
生
産
物

で
あ
ら

う

ご
、
或

は
土

地

の
生

産
物
で
あ
ら
う
ε
に
拘
ら
争
-

の
交
換
贋
値
は
、
極
め
て
有
利
な
る
事
情

、
そ
う
し
て
生
産
の
特
殊

の
便
宜

を
有
す

る
所

の
人

々
に
よ

っ
て

の
.み
享
受

さ
る

、
事
情

.
の
下

に
於

て
、
共
生
産

に
十

分
で
あ

る
所

の
、
よ
り

　

む

む

む

む

む

少

い
静
観
量

に
依

っ
て
買
は
な
一

て
、
斯

か
る
便

宜
を
有
た
な

い
所

の
人

々
に
依

っ
て
、
即
ち
最

も
不
利
な

る

む

む

む

む

む

む

　

ゆ

む

む

む

む

　

　

む

　

む

む

ロ

む

む

む

む

ヒ

事
情

の
下

に

そ
れ
等
を
生
産

し
結

く

る
所

の
人

々

に
依

っ
て
千

最
も

不
利
な

る
事
情

ε
は
、
要
求

さ
る

、
生

産
物
の
分
量

が
、

そ
の
下
に
於
て
生
産
を
縫

績
す
る
こ
ど
を
必
要
ε
す
る
所

の
、

最
も
不
利
な
る
事
情
を

い

墨

ふ
一

必

然
的

に
其
生
産

に
費

さ
る

、
、

よ

い
多

い
勢
働
量

に
よ

っ
て
常

に
支

配

せ
ら

る
。」

是

に
由
れ
ば
、
貨
物
の
償
値
を
決
定
す

る
も
の
は
、
個
々
の
貨
物
の
生
産
に
異
實

に
必
要
な
る
勢
働
量
で
は
な
く

て
、
生
産
最

大
の
困
難
を
俘

ふ
部
分
の
蕩

一

勿
論
そ
れ
に
謝
し
て
肚
會

の
需
要
が
な
け
れ
ば
な
島

一

・
晶

.

騨
雛

鶏

鰯
欝

鷲
冤
鵬

潔

陣
覆

韓

無

断
饗

鞍

静

鍛
糊
.
無

謬

　
護

馨

的
・
必
要
・
・
勢
働
」　
饗

、
認
・
て
居
・ω
・
カ
ア
・
は
最
大
畿

量
論

壌

副
.鷺

繍

饗

蟹

嬬

離

離欝

籔

罫
　

て"そ　

臨

儲

て
　

値
及

び
其

の
攣

動

で
は
な

い
。
即

ち
彼

は
、

一
貨
物

を
他

の
貨
物

に
謝

比

せ
し

め
て
考

へ
た

る
場
合

に
於
け
ざ
両

b

助

蘭

醗

但
値
騎
士
の
」
吻
ア
ド
芝
マ
〃
〃
ス
(
ご

第
+
一
巻

〔第
四
號

五
五
)

四
九
七

■



論

説

慨
値
論
士
の
リ
カ
ァ
ド
ε
マ
ル
〃
ス
(
一
}

第
十

一
巻

(第
四
號

五
六
)

四
九
八

者

の
交
換
關

係
を
論

じ
、
且

つ
そ

の
關
係

の
攣
動

の

原
因
を
説
明

せ
ん

ご
欲
し
た

の
で
あ

っ
て
、
各

々
の
貨
物

の

有
す

る
絶

勤
債
直

に
就

て
は
、
何

等
重

き
を
置

か
な

か

っ
た
の
で

あ
る
。

円
く

、

『
余

が
譲

者

の
注
意
を
惹

か

ん
こ
ご
を
欲
す

る
厨

の
研
究

は
、商
品

の
相
騎
儂
値

の
蔓
動

の
結

果

に
關
す

る
も

の

で

あ

っ
て
、
そ

の
絶
対

償
値

の
そ

れ

に
關
す

る
も

の
で
は

な

い
か
ら

、
各
・異

れ

る
種
類

の
入
間

労
働

を
評
慣

し

て
、

そ

の
比
較
的
段
階

を
研
究
す

る
こ
ご
は
、
餓

り
重
要

で
は
な

い
で
あ
ら̀

う
。」

差

し
こ
は
、
彼
が
、
『
若

し
現

在
及

び
総

て
の
時

に
於

て
6
生
産

に
正
確

に
同

一
の
螢
働

量
を
要
す

る
或

一
つ
の
貨
.

む

　

　

む

む

物

が
蛮
見

さ
る

＼
な

ら
ば

、
そ

の
貨

物

こ
そ
は
不
一焚

の
僻
情
阻を

有
す

る
も

の
で
あ

っ
て
、
他

の
物

の
横
領
攣
動

を

の

測

定
す

る
標
準

ピ
し

て
極

め
て
有
用

で
あ
ら

う
。』
ざ
考

へ
紀

る
に
も
拘
ら

す
っ
.勢

働

さ

へ
も
其
構
値

が
可
攣

で
あ

る
堺

上
、
其
他

に
斯

か
る
貨

物
を
顕
見
す

る

こ
ピ
は

困
難

で
あ

り
、
「
從

っ
て
、
儂
値

(
こ
は
絶
対

偵
値

の
意

で
あ

り

る
一

鐸
者
註
)
の
成
る
標
準

を
選
定
す
る
こ
だ
は
不
可
能
で
あ
る
。」

こ
蓬
に
想
到
し
.
た

ぼ
貨
物
の
相
封
儂
値

に
於
け
る
諸
攣
動
の
原
因
及
び
其
程
度
を
研
究
す

る
の
外
な
し
オ
.看
做
し
た
る
が
故
で
あ
る
。

之
れ
に
關
達
し
て
吾
々
の
注
意
す

べ
き
は
、
.マ
ル
ク
ス
の
態
度
で
あ
る
。
彼
は
、

リ
カ
ア
ゴ
所
謂
相
対
債
値
叉

は
交
換
債
値
に
相
賞
す

る
概
念
を
、
交
換
徹
値
な
る
名
稽
の
下
に
説
明
し
だ
る
の
み
な
ら
す
、
其
れ
以
外
に
、
絶

勤
的
意
味
に
於
け
る
債
億
、
即
ち
リ
ヵ
ア
ド
の
所
謂
絶
蜀
傾
値

に
相
賞
す
る
概
念
こ
し
て
、
軍
に
『
贋
値
」
な
る
語

を
使
用
し
、
而
し
て
交
換
贋
値
に
至
る
前
提
概
念
ε
し
て
、
先

づ
此
の
「
償
値
」
を
繹
明
し
て
居

る
。
こ
れ
彼
が
ゾ

カ
ア
ド
ε
異
れ
る
黙
で
あ
る
。

ラヘ

リ
カ
ア
ド
は
-
貨
物
の
償
値
が
そ
の
生
産

に
必
要
な

る
勢
働
の
分
量
に
依

っ
て
測
定

さ
る
こ
の
勢
働
慣
値

(

Ricirdo,Principles,p.16.1}

霧 擁 君hl裕、、,参照
Toed.p,K2.・4)

此 曲 二閲 す ろ詳 細 な ろ説 明 に 、 本 誌 前 々 翻(第 一トー 雀 第 二 號)の 拙 斑 々 参 照 す べ し5)



■

原
則
を
最
後
ま
で
固
持
す

る
こ
ご
が
出
来
な

か
っ
π
d
即
ち
彼
は
、
此
原
則
に
修
正
を
加

へ
ざ
る
を
得
な
丸
な

つ

.

セ
。第

.一
章
第
四
節
の
冒
頭
に
於
て
、
彼

は
次
の
如
く
言
っ
て
居
る
。

「
貨
物
の
生
産

に
喪

さ
れ
た
る
勢
働
の
分
量
が
、
其
相
対
償
値
を
左
右
す

る
ε
い
ふ
原
則
は
.
機
械
及
び
其
他
の

固
定
的
、
持
纏
的
資
本

の
使
用
に
依

つ
.て
、
著
し
く
修
正
せ
ら
る
。
』

比
熱
は
極
め
て
重
要
に
し
て
且

つ
興
味
み
る
問
題
で
あ
る
。
殊
に
、
そ
は
り
ヵ
ア
ド
の
贋
値
論
及
び
利
潤
論
を

マ
ル
・ク
ス
の
償
値
論
及
び
剰
飴
償
値
論

に
比
較
す
る
上
黒
松
て
、
之
が
解
決
の
舗
を
提
供
す

る
も
の
で
あ
る
。
然

ら
ば
リ
カ
ア
ド
は
、
貨
物
の
相
野
償
値
の
不
同
を
惹
起
す

乃
原
因
ば
そ
の
生
産

に
必
要
な
る
勢
働
の
分
量
の
多
少

で
あ
る
こ
の
原
則
に
謝
し
、
如
何
な
る
理
由

に
本

い
て
、
如
何
な
る
修
正
を
施

さ
ん
畜
欲
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。

彼
拡
先
づ
、
貨
物
の
生
産
に
は
、
「
直
接
の
勢
働
」
の
外

に
、
「
集
積
さ
れ
た
る
過
去
の
勢
働
」
一

邸
ち
各
種

の

資
本
(
今
日
所
謂
資
本
財

に
相
當
す
)一

が
必
要
な
る
こ
ε
を
認

め
た
。
(本
論
交

ロ
参
照
)

く

而

し
て
次

に
、
彼
は
内
『
肚
會

の
沓
状
態

の
下

に
於

て
は
、各
種

の
職
業

に
在

っ
て
使
用

さ
る

、
道
具
、
器
具

、

建
物
及

び
機
械

は
、
悉
く
耐
久
力

の
程

度
を
異

に
し

、』
叉

、
『
勢
働

を
支
持

す

も
爲
め

の
資
本

ε
、
道
具
、
機

械
及

び
建

物

に
放

下

さ
る

、
資
本

こ
の
問

に
於
け

る
比
例

も
、
.其

の
組
合

せ
が
種

々
雑

多

で
あ

る
」
こ
ε
に
氣
付

い
た
。

.

然

る
後

に
彼
は

、
「
固

葉
資

本

の
耐
久
力

の
程

度

に
此
差
異

あ
る
こ
ε
、

及
び
二
種

の
資
本

〔即

ち
固

定
資
本

ε

流
動
資

本
し

の
組
合

は

さ
る

＼
比

例

に
此

相
違

あ
る

こ
ε
は
、
貨

物

の
相
封

儂
値

の
不
伺
を
惹
起
す

る
原
因

こ
し

て
、
貨
物

の
生
産

に
必

要

な
る
勢

働

の
分
量

の
多

少

ご
い
ふ
こ
巴
以
外

に
、
他

の

一
原

因
を
01

き
入
れ
る
」

も

の
ご

瀟

餓

領
値
論
士
の
リ
カ
.ア
下
ご
マ
ル
ク
ス
2
)

第
十
】
巻

(第
四
號

五
七
)

四
九
九

1、

2)

3)

・4)

丘)

Ricirclo,Principlcs,p・23・

z汐3冨,P・24・

■bill,P.24・

甕 鰍 。、・、。、、p1。,.。.。4.



「』r

吟

論

醗

倶
億
論
上
の
リ
カ
7
ド
ご
マ
ル
グ
ス
ニ

)
.

第
十
一奮

(第
四
號

五
入
)

五
〇
〇

解

し
π

の
で
め

る
。

の

二
種

の
資
本

の
組
合

は
さ
る

、
比
例

に
相
違

あ

る
こ
ε
が
、
相

対
償
疽
を
左
右
す

る
原
因

ε
な

る
.
ε
.い

く
ふ
理
由

を
.

り
ヵ

ア
ド
は
、
次

の
や

う
な
極
端
な

る

場
合

を
假
讃

し
て
、
説

明

し
て
居

る
。臼(説
明
の
便
宜
上
、次
切
例
F

於
て
に
リ
カ
ァ
ド
の
用
ひ
た
る
例
に
多
少
の
攣
更
々
加

へ
た
o)

・假
り

に
、
或

人
が

、

一
〇
〇
名

の
勢
働
者

を
、

一
年
間

、

一
つ
の
機
械

の
建
造

に
使
用

し
、
他

の

一
人
が
、

同

数
め

勢

働
者

を
、

同

一
期
間

、
穀

物

の
栽
培

に
使
用

す

ε
せ
よ
。

然

る
て
き
ば
其

年

の
終

に
於

て
出
來
上

れ
る
機

械

と
其
年

に
収
穫

さ
る

、
穀
物

ε
は
、
積
笹

に
於

で
全
然

同

一
で

あ
ら

う
。

次

に
、
翌
年

に
其
機
械

を
所

有
す

る
人

魁

布
を
造
る
矯
め
に
、

一
〇
〇
名
を
使
用
し
、
.而
し
て
農
業
者
は
、
以
前

の
如
一
栽
作
に

一
〇
〇
者
を
使
用
す

る

ε
假

寇

せ
よ
。
然

る
ご
き
は
、

布
は

二
〇
〇

名
の

勢
揃
馴者

の
勢
働

を
含

有

し
〔機
械
に
一
年
間
の
使
用
に
耐
ふ
る
し
の
、、改

組
ご
、穀

物
は

一
〇

〇
名
の
勢
働
者

の
勢

働

を
含

有
す

る
が
故

に
、
布

は
正

に
穀

物

の
二
倍

の
償
値
を
有
す

る
が
如

C

で
あ

る
。
例

へ
ば

、
昏
夢
働
者

に
謝

し
て
年

に
五

〇
諺
宛
支
彿

ひ
、
而

し
て
利
潤
率
を

一
〇

パ

ア
セ
ン
ト
な

り

ε
す

れ
ば

、
機
械

及

び
穀
物

は
五
五
〇
C
傍

の
償
櫨

を
有

し
、
布

は

一
一
〇
〇
〇
務

の
僧
位

を
有
す

る
が
如

く
で
あ

る
。
併

し
乍
ら

、
實

は
布

の
借
値

は
穀
物

の
そ

れ
の

二
倍
以
上

を
、
即

ち

一
一
〇
〇

〇
傍

よ
b
以

⊥
を
、
保

っ
て

居

る
の
で
あ

る
。
真

理
如

何
。

曰
く
。
第

一
年

目
に

於
"

る
農
業
者
資

本

に
封

ず

る
利
潤

(五
五
〇
膀

)
は
消
費

さ

れ

た
る
に
反

し

、
布
製
造

業
者

の
固
定
資
本

(帥

ち

機
械

)
に
附
随

せ
る
利
潤

は
、
其

儘

に
保
存

せ
ら

れ
、
第
二
年

目

に
於

て
、
資
本

の
形

を
以
て
出
現

し
、他

の
資

本

κ
〕
同
様
.

一
定
率

の
利
潤

を
要
求
す

る
が
故

で
あ

る
。
即

ち
数

字

を
以

て
言

ひ
表

は
す

な
ら
ば
一
穀
物

の
償
値

は
、

いo
o
Q韻
×
脅

+
o
■こ
U
権

殿
な

る
も

愚
布

の
贋
値

は
いo
oo
職
x

1》 厳な簡 軍にす ろが爲 めに、布 の原料 ね全=無 機:した。



「

戸

(
一
+
O
・
「
)
+
田
O
o
O
澱
x
(
H
.+
O
と

ロ

一
δ

o
蜜

に

あ

ら

ず

し

て

.

い
O
o
α
覇
×

〔
;

o
.じ

(
【
+

P

こ

+

い
い
O
O
輻
x

貧

+

旦
一
)

闊

H
儒

…o
澱

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

か

ら

で

あ

る

。

「

ロ

,

斯

く
て

リ

カ
ア
.ド
は
、
次

の
結

論

を
下
し
て
居
忽

。

「
然

ら
ば
、袋

に
資
本

家

が
あ

っ
て
、
彼

等

は
彼

等

の
貨
物

の
生
産

に
、
年

々
正

に
同

[
量

の
螢
働

を
使
用

し
乍

ら
、
而

か
も
彼

等

の
生
産
す

る
財

は
、
銘

々
の

人

に
よ

っ
て
使
用

さ
る

、
固
定
資
本

、
即

ち
蓄
積

さ
れ
覚

る
勢

働

、
の
分
量

の
異

る
爲

め

に
、
憤
慨
を
異

に
す

む
場

合
が

め

る
。

:
・…
穀

物

は
此

等

の
貨

物

(即
ち

布
等

)
ご
同

一
債
値

の
も

の
で
は
な

い
、
〔帥

ち
余

の
例

に
就

て
吉

へ
ば
、
布

は
、穀

物

の
二
倍
以

上

の
償
値
を
有

っ
て
居

る
、
)

何
故

な

れ
ば
、
殻
粉

は
、
固
定
資

本

に
間
す

る
限

り

に
於

て
異
り
た

る
事
情

の
下

に
生
産

さ
る

＼
か
ら
。」

次

に
リ
ヵ
ア
ド
は
、

以
上

の
場

合

に
於

て
賃
金

の
騰
貴
が
如

何
に
し
て
貨
物

の
相
対

僧
値

に
影
響
す

る

か
に
つ

い
て
、
説

明
を
下

し
て
居

る
。

・

賃

金

の
騰
貴

は
、
必
然
的

に
利
潤

の
下
落

を
律

ひ
、
而

し
て
利
潤

の
下
落

は
、
布
製

造
業
者
を

し
て
、
『
彼
等

の

固
定
資
本

(即
ち
機
械

)に
封
ず

る
利
潤

・こ
し
て
、

彼
等

の
財

の
通
常

の
贋
絡

(即

ち
五

、五
〇
〇
傍

)
に
、
五
五
〇
傍

の

を
附

加
す

る
代
り

に
、
そ

の
額

に
、
九

パ
ア
セ
ン

ト
即

ち
四
九
五
膀

を

し

か
附

加
す

る
」
を

得

ざ
ら

し

め
「
從

っ

て
布

の
債
値

は
、

二

五

五
〇
傍

の
代
り

に

=

阻
九

五
傍

ε
な

る
。
然

る

に
穀
物

は
依
然

ご
し
て
五
五

〇
〇
傍

.
で
あ

る

か
ら
、
布

ピ
穀
物

こ

の
相
糊

償
値

の
比
は

、

.
=
い
いo
網

揖
o
o
謝
門
N
.【
=

よ
り

二
お
い
凧

絵
o
o
語
口
p
o
O
明
目
に
攣
{更

す

乃
。

、

賄

説

蟹
値
論
上
の
リ
カ
ア
ド
ぜ
マ
ル
〃
ス
ニ

∀

第
十
一
巻

(第
四
號

五
九
)

五
〇
　

1)Ricardo,Princ量ples,p.28.

・2)Z西 安ムP
.29.

、



、

ρ

・

.

論

説

便
値
論
士
の
リ
ヵ
ア
ド
ご
マ
ル
グ
ス
(
ご

婿
十
一
巻

(第
四
號

六
〇
)

五
〇
二

上
掛

の
例

は
、

リ
ヵ
ア
ド
が
示

し
た

る
も

の

に
多
少
数
字
上

の
攣

更
を
加

へ
た
も

の
で
.あ

る
が
、
吾

々
は

り
ヵ

ア
ド
.の
所

謂
賃

金

の
騰

貴
即

ち
利
潤

の
下

落

が
、

総

て

の
職

業

に
、
即

ち
此
場
合

は
農

作
業

厄
布
製
造

業

ε

に
、

・

一
様

に
凝

生
す

る
場
合

を
考

へ
て
も

、
同
じ

結

果

を
得

る

こ
ご
が
出

家
や
う

ε
思

ふ
。

詳

し
く
言

へ
ば
、

賃

金

の
騰

貴

に
よ
る
所

の
、

一
〇

バ

ア
セ
ン
ト
よ
b
九

パ
ア

セ
ン

ト

へ
の
利
潤

の
下
落

が
、

布
製
造

業
者

の
固

定
資

本

に
射

し
て

の
み
な
ら

す

、
農

業
者

の
流
動
資
本

及

び
布
製
造
業
者

の
流
動
資

本

に
鋤

し
て
も
獲

焦
す

る
場
合

を

考

へ
て
、
同
じ
結
果

を
得

る
こ
ξ
が
出
家

る
で
あ

む
う
。

是

に
由

れ
ば

、
計

算
は
次

の
如
く

に
な
ら

な
け

れ
ば
な

ら

53
。

布

の

贋

値

畠
o
o
o
曝
x
(H
+
o
.0
9

×
〔
H
+
O
■O
ε

+
いO
o
o轟
×
(
H
+
O
.o
℃
)口

=
ω℃
O
黒
い

、

穀
物

の
儂
値

い
oo
O
譜
×
つ
+
O
b
O
)
口
い猷
o
臨

岡
儂
値

の
比

同
ご
り
ρ
譜

温
轟
いo
譲
11
N
O
℃
昌

固
定
資

本

ご
流
動
資
本

こ
の
組
合

せ
の

「
様
な

ら

ざ
る

こ
ご
が
、
生
産

に
要
す

る
勢
働

の
分
量

以
外

に
、
貨
物

の
相
甥

的
債
値

を
支
配
す

る
原

因

ε
な

右

こ
ε
に

謝

し
て
、

ソ
ヵ
ア
ド
が
與

へ
た
る
理
由
は

、
以
上
述
ぶ

る
所

に
.

よ
レ
明
白

に
な

っ
た

の
で
あ

る
が
、
景
石
遇
す

べ
か
ら
ざ

る
は
、
彼

が
「
貨
物

(
の
僧
位

)
の
攣
動

の
、此

種

の
原
因

は

、
其
奴

果

に
於

て
比
較
的
軽
微

な

る
・
.差

』

を
附

諭
し

て
居

る
こ
ε
で

あ
る
。
彼

は
日

ふ
、

『
利

潤
に
於
て

一
パ
ア

セ
ン
ト

の
下
路

を
惹
起
す

る
や
う

な
賃
金

の
騰
貴

を
以
て
し
て
も
、
余

が
假
寇

し
た

る
事

の

情

の
下

に
於

て
生
産

さ
れ
た

る
財

は
、
相
対

償
値

に
於

て
、
た

y

一
パ
ア
セ

ン
ト
攣
動
ず

る
の
み

で
あ
る
。』
叉

「
利

潤
は
、愁

ら
く
如
何
な

る
事
情

の
下

に
於

て

も
、
そ
れ

だ
け

〔帥

ち
六
、
七

パ
ア

セ
ン
ト
)
よ
り
大

い
な

る

一

1)ノbid.p.29.

2)Ibid.p.29.



/

.

1

凸

般
的
且

つ
持
纏
的
下
落
を
許
す

こ
ご
は
出
來
な
い
。
」

然
れ
こ
も
惟
ふ
に
、
假
ひ
此
種
の
原
因
よ
り
惹
起
さ
れ
た
・る
相
識
債
値

の
攣
動
は
、
リ
ヵ
ア
ド
の
吉

ふ
が
如
く

實
際

の
数
字
の
上
に
於
て
極

め
て
軽
微
で
あ
ら
う
こ
も
、
術
ほ
そ
が
勢
働
慣
値
の
原
則
を
著

し
く
修
正
し
た
る
黙

に
於
て
、
理
論
よ
極

め
て
重
大
な
る
結
果
を
齋
ら
せ
る
こ
ぜ
は
、
之
を
拒
む
を
得
な
い
。

の

次
に
劣

ア
ド
は
、
固
定
資
本
の
耐
久
力
の
程
度
是

あ
る
・
慕

・
貨
物
の
相
譲

憤
に
影
響
を
及
ぼ

く
す
の
理
由

に
就
て
、
説
明
を
加

へ
て
居

る
。
今
、
分
り
易
か
ら
ん
が
矯
め
、
リ
カ
ア
ド
の
示
し
π
る
例
に
、
多
少

の
攣
更
を
加

へ
文
言
葉
を
挟
ん
で
、
其
主
旨

の
存
す
る
所
を
解
読
す
れ
ば
、
左
の
如
《
に
な
る
で
あ
ら
う
ざ
思
ふ
。

今
假
り
に
、
余
が
、
二
〇
〇
〇
〇
傍
の
億
あ
る
機
械
を
朋
有
し
、
而
し
て
斯

か
る
機
械
の
磨
滅
損
耗
は
極
め
て

些
細
な
も
の
で
あ
る
ε
し
、
そ
う
し
て
利
潤
の

一
般
傘
を

一
.○
パ
ア
セ
ン
ト
で
あ
る
こ
す

る
な
ら
ば
、
余
は
機
械

を
後
帯
せ
る
の
故
を
以
て
、
財

の
贋
幣
に
、
二
〇
〇
〇
碑
よ
り
以
上
飴
り
多
く
を
、
利
潤
ε
し
て
附

加
す

べ
き
こ

ご
を
要
求

し
な
い
で
あ
ら
う
。
即
ち
機
械
の
持
続
年
限
を

}
○
○
年
こ
す

る
な
ら
ば
、

「
○
○
分
の
二
〇
〇
〇
〇

膀
即
ち
こ
○
○
傍
の
附
加
利
潤
を
要
求
す

る
の
み
で
あ
ら
う
。
併
し
乍
ら

、
同

「
の
贋
値
を
有
す
る
他
の
種
類
の

機
械
に
し
て
、
其
磨
減
損
耗
が
甚
だ
大
で
あ
り
、
從

っ
て
夫
れ
を
常

に
有
数
の
状
態
に
維
持
す
る
に
要
す

る
労
働

の
分
量
が
、
年
々
五
〇
名
の
勢
働
者
の
そ
れ
で
め
る
`
す

る
な
ら
ば
一
余
は
、
載
る
他
の
資
本
蒙
一

他
の
財
の

生
産
に
五
〇
名
を
使
用
し
、
而
し
て
全
く
機
械
を
使
用
し
な

い
所
の
一

に
よ
っ
て
取
得
さ
る
＼
所

に
等
し
い
だ

け
の
附
加
儂
値
を
、
要
求
す

る
で
あ
ち
う
。
斯
く
て
前
の
機
械
に
よ

っ
て
生
産

さ
る
、
貨
物
は
、
後
の
機
械
に
依

っ
て
生
産

さ
る
＼
そ
れ
に
比
し
て
、
割
合

に
多
く
の
固
定
資
本
を
i

或
は
同
じ
事
で
あ
る
が
、
割
合

に
少
な
い

論

説

偵
値
論
上

の
リ
カ
ア
ド
芝
マ
ル
ク

ス
(
一
)

第
十

一
巻

(第
四
號

六

こ

玉
〇

三

1)ノ 西3冨.P.29・

e

、

髄

P



否

附

説

慨
纂

上
?

カ
ア
・
ミ

㌻

・
二

)
.

第
+
蓉

第
四
號

六
三

五
・
四

流
動
資
本
藁

す

・
・
ミ

な
b
、
從
っ
て
の

の
場
倉

同
様
な
・
籍

蕎

値
原
則

に
つ
い
て
韓

ら
・

あ

(

で

あ

る

。

■

.

呈

襲

る
所
に
考

、
青

ば
、
貨
物
の
生
産
量

す
・
資
本
の
組
成
が

一
翼

ら
ざ
・
こ
ご
、
及
び
資
本

硯
持
緬
性

に
相

違

め
る

こ
ご
が
、
賃
金

の
騰
落

ご
共

に
、
貨

物
の
相
劃
儂
値

に
影

響
を
及
腰
す

、
ε

の
リ

ヵ
ア
ド

の
所

説

の
大
要

を
吟

味

し
終

へ
π

の
で
あ

る
。

斯
様

に
し
て
、
第

一
童
舞

一
節

の
冒

頭

に
於

て

、
『
貨

物

の
償
頂
は

、
…
・・.そ

の
生
産

に
必
要

な
る
勢
働

に
封

し

て
支
彿

は

る

＼
報
酬

の
大
小

に
依

つ
で

定
ま

る
も

の
で
な

い
コ』
ε
の
命
題

を
置

き
た

る

リ
カ
ア
ド
は

、
今
や

第
五
・

節

の
胃
警

於
て
、
『
償
値
は
、
賃
金
の
騰
夏

は
下
落
異

に
攣
動
せ
す
、
あ

原
則
も
亦
、
某

の
耐
久
力
の
・

不
等
な
る
こ
ε
硅
よ

つ
で
、
及
び
資
本
が
其
使
用
誉

回
収
さ
る

、
速

度
の
奪

な
る
こ
ε
1

(攣

早

れ
ば
閻

　

ヨ

定
資
本

ξ
流
通
資
本

ご

の
組
合

せ
が

一
様

な
ら

ざ

る
こ
.蓬

}一

に
よ

っ
て
、
修

正
さ
る
。」
ご
述

べ
て
、
彼

が
純

然

だ
る
勢
働
憤
慨
論
を
終
竺

貢
し
て
維
持

し
傳
ざ
る
こ
ξ
を
告
白
し
て
居
る
。

然
る
に
-
五
口
々
は
、

以
上

り
ヵ
ア
ド
が
掛
倒
…横
位

の
原
則

に
加

へ
た

る
修

正
論
の
如

き
も

の
を
、

マ
ル
ク
ス
の

贋
値
輪
中

に
於

て
は
讃
見
す

る
こ
ご
が
.雌

來
な

い
。
果

し
.て
然
ら
ば

、
勢
働

債
値
論
は

、
之

を
終

始

一
貫

し
得

ざ

る
が
正

當
な

の
で
み
ら
デ

か
。
或

は
之
を
矛
盾
な

く
終

始

一
貫

し
得

る
の
で
あ
ら
う

か
.
此

等

の
黙

K
就

て
は
、

以
下
項
を
改

め
て
遠

ぶ

る
こ
て

、
す

る
。

孟)

2)

n)

1あ.～」.P.5.
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